
納
　
税

相
　
談

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

国

民

年

金

４

期

６

期

毎

月

FORMATIONIN

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
日
程
で
心
配
ご
と
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

◇
期
日
　
２
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
２
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
２
月
28
日
（
木
）

　
　
21
日
は
婦
人
相
談
日
で
す
。

◇
時
間
　
午
前
10
時
～
12
時

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▽
問
い
合
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
31-

５
０
３
０

無
料
法
律
相
談

　
次
の
日
程
で
無
料
法
律
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

◇
場
所
　
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
長
寿
婦
人
の
間

◇
相
談
員
　
青
年
司
法
書
士
会
会
員

◇
内
容
　
相
続
等
の
不
動
産
登
記
、

　
会
社
設
立
登
記
等
の
商
業
登
記

　
と
そ
れ
に
関
す
る
法
律
相
談
、

　
債
権
債
務
等
に
関
す
る
相
談
等
。

▽
問
い
合
せ
　
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
　
59-

３
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

あ
ぜ
焼
き
月
間

　
害
虫
の
防
除
法
と
し
て
、
昔
か

ら
「
あ
ぜ
焼
き
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
雑
草
の
枯
れ
た
二
月
が

適
期
で
す
。
あ
ぜ
焼
き
は
集
落
ぐ

る
み
で
行
い
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
事
前
に
役
場
消
防
係
へ
場
所

　
　
と
日
時
の
連
絡
を
行
っ
て
く

　
　
だ
さ
い
。

二
、
危
険
防
止
の
た
め
、
集
団
で

　
　
行
い
ま
し
ょ
う
。

三
、
風
が
比
較
的
少
な
い
午
前
中

　
　
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

四
、
風
が
あ
る
と
き
は
、
風
下
か

　
　
ら
先
に
焼
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
火
の
後
始
末
は
確
実
に
行
っ

　
　
て
く
だ
さ
い
。

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　
２
月
１
日
（
金
）
～
４
月
30
日

は
「
緑
の
募
金
」
実
施
期
間
で
す
。

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
平
成
７
年

に
制
定
さ
れ
た
「
緑
の
募
金
法
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
毎
年
多
く
の

県
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
活
動
へ

の
支
援
や
学
校
、
公
民
館
、
街
路

の
緑
化
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

国
際
緑
活
動
へ
の
支
援
に
も
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
み
ど
り
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
の

た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
せ

　
か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金

　
　
０
９
９
（
２
２
５
）
１
４
２
６

　
役
場
経
済
課
林
務
係

　
　
59-

３
１
１
１
（
内
線
１
４
１
）

　
奨
学
資
金
の

　
　
　
貸
し
付
け
制
度

　
鶴
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町

内
に
居
住
す
る
保
護
者
の
子
弟
で

高
等
学
校
か
専
門
学
校
及
び
大
学

に
進
学
又
は
、
在
学
し
て
い
る
生

徒
並
び
に
学
生
へ
奨
学
資
金
の
貸

付
を
し
て
い
ま
す
。

◇
奨
学
資
金
の
貸
付
額

　
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒

　
月
額
　
１
万
円
円�

　
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
学
生

　
月
額
　
１
万
５
千
円�

　
大
学
校
に
在
学
し
て
い
る
学
生

　
月
額
　
２
万
円�

　
貸
付
の
期
間
は
、
貸
付
を
決
定

し
た
日
か
ら
貸
付
を
受
け
て
い
る

生
徒
又
は
、
学
生
が
在
学
す
る
学

校
の
正
規
の
授
業
時
間
を
終
了
す

る
月
ま
で
で
す
。

▽
問
い
合
せ

　
町
教
育
委
員
会
総
務
課

　
　
59-

２
９
３
２

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
か
た
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
▽
問
い
合
せ

　
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
川
内
支
部

　
内
川
内
検
察
審
査
会
事
務
局

　
川
内
市
花
木
町
２-

20

　
　
22-

２
１
５
４

介
護
保
険
登
録
事
業
所

　
福
祉
用
具
購
入
・
住
宅
改
修
の

登
録
事
業
所
に
追
加
さ
れ
た
事
業

所
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
福
祉
用
具
購
入

　
㈲
シ
ス
テ
ム
ア
ー
ト
（
川
内
市
）

　
　
25-

３
３
１
２

◇
住
宅
改
修

　
㈱
タ
ク
マ
建
設
（
鹿
児
島
市
）

　
　
０
９
９
（
２
６
３
）
４
７
７
７

　
鶴
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
31-

５
０
３
０

　
㈲
シ
ス
テ
ム
ア
ー
ト
（
川
内
市
）

　
　
25-

３
３
１
２

参加料無料

３月３日（日）期日：

鶴田ダム周辺会場：

ウォーキング３㎞～５㎞
ジョギング１㎞，３㎞，５㎞
自分のペースで参加できる健康な方。幼稚
園・保育園以下は保護者同伴とします。
町内各小学校，役場駐車場より送迎バスを
運行します。（出発予定時刻：７時４５分）
参加者全員に参加賞があります。
豪華賞品が当たる抽選会もあります。
電話，ＦＡＸでの申し込みは不可とします。
２月１５日まで（期限厳守）
鶴田町教育委員会社会教育課内ジョギング
大会事務局まで　　５９－２０２２

コ ー ス

参加資格

そ の 他

申込期限
問い合せ
申 込 先

◇

◇

◇

◇
◇

参加者募集中

　
第
一
分
科
会
は
、
県
の
総
合
振
興
計

画
に
鶴
田
町
を
含
め
た
鶴
田
ダ
ム
周
辺

の
大
口
市
・
薩
摩
町
・
宮
之
城
町
の
一

市
三
町
が
「
奥
薩
摩
・
水
と
緑
の
郷
づ

く
り
」
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
ま
す
。�

　
従
来
の
総
合
振
興
計
画
は
、
そ
れ
を

定
め
た
自
治
体
が
担
当
課
と
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
で
構
想
を
ま
と
め
上
げ
て

き
た
は
ず
で
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
っ
て
地

域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る

住
民
参
加
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
観
光
客
誘
致
を
目

的
と
し
た
公
園
や
建
物
が
建
設
さ
れ
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
し
か
し
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長

の
終
焉
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況

の
逼
迫
と
い
う
状
況
の
変
化
は
、
従
来

の
施
設
整
備
中
心
で
ハ
ー
ド
先
行
の
振

興
計
画
か
ら
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
地
域
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
活
性
化

す
る
か
、
も
っ
と
魅
力
あ
る
町
に
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
ソ
フ

ト
面
が
重
要
視
さ
れ
、
結
果
と
し
て
真

に
地
域
に
必
要
な
施
設
は
何
か
、
ど
の

よ
う
な
施
設
整
備
が
求
め
ら
れ
る
か
と

い
う
振
興
計
画
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
真
の
住
民
参
加
型
の
振
興
計
画
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
う
い
う
背
景
を
受
け
て
第
一
分
科

会
で
は
、
奥
薩
摩
と
い
う
「
語
感
・
響

き
」
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
特

性
を
「
自
然
体
感
（
川
と
緑
に
親
し
む
）・

環
境
保
全
（
川
と
緑
を
育
む
）・
教
育（
川

と
緑
に
学
ぶ
）
」と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ

に
絞
っ
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
歴
史
と
由
緒
あ
る
紫
尾
神
社

周
辺
の
活
性
化
策
、
観
光
だ
け
で
な
く

水
循
環
や
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
鶴
田
ダ
ム
周
辺
の
活
性

化
策
、
そ
し
て
近
年
急
速
に
整
備
が
進

め
ら
れ
イ
ベ
ン
ト
等
も
定
着
し
つ
つ
あ

る
神
子
の
川
内
川
水
辺
の
楽
校
周
辺
の

活
性
化
策
に
集
約
し
ま
し
た
。
地
域
の

特
性
を
活
か
し
て
自
分
た
ち
自
身
が
い

か
に
楽
し
み
・
学
べ
る
か
と
い
う
視
点

を
大
事
に
し
ま
し
た
。
地
域
の
特
性
を

活
か
し
て
、
そ
こ
に
住
む
我
々
が
活
き

活
き
と
活
動
す
る
姿
こ
そ
地
域
の
宝
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
三
月
ま
で
に
は
私
た
ち
が
検
討
を
重

ね
た
構
想
を
ま
と
め
あ
げ
て
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
紹
介
（
第
一
分
科
会
）

「
奥
薩
摩
・
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
」
検
討
委
員
会

か
ご
し
ま
み
ど
り
の
基
金

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
グ
リ
ー
ン
太
郎
」


